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県大会出場 828 （68%） → 164 （15%）
東北大会出場 367 （30%） → 649 （61%）













１．私はこのクラブ（サークル）にとってかけがえのない存在である 3.4 3.2 
２．練習は厳しい 3.0 2.9 
３．和気あいあいとやることが求められている  3.9 3.4 
４．指導者は仕事や作業の計画を立てて命令や指示を与えている 3.6 3.7 
５．私は他の友人にこのクラブを自慢できる  4.0 4.2 
６．私がいないとメンバーが迷惑する  3.0 3.0 
７．クラブの伝統を守る必要がある  3.9 3.6 
８．みんなで仲良くやろうという意識が強い  4.1 3.9 
９．指導者はクラブのメンバーがルールや規定を守るように求めている 3.6 3.7 
10．このクラブのメンバーとは話が合う 4.0 3.9 
11．私が休んだ時には他のメンバーが私の代わりをする 3.0 3.0 
12．コンクールで好成績をあげることが求められている 3.6 3.8 
13．このクラブは人間関係を重視している 3.7 3.3 
14．指導者はメンバーの遅刻や欠席に対して厳しい 3.1 2.6 












15．私はこのクラブに入ってよかったと思う   4.3 4.4 
16．私の能力や技術はクラブのために役立っている 3.2 3.3 
17．私はクラブの中で役割がはっきりとしている 3.6 3.4 
18．お互いが友だちのような関係でいることが必要である 4.0 3.5 
19．指導者はクラブのメンバーをみな平等に扱っている 3.9 3.6 
20．私はこのクラブの活動に満足している 3.7 3.9 
21．私の能力や技術を他のメンバーは高く評価している 2.9 2.9 
22．このクラブでは自分の能力や技術を高めることが求められている 3.9 3.8 
23．私はお互いの仲が気まずくならないよう気を配っている 3.7 3.7 
24．指導者はクラブのメンバーの個人的な問題について気を配っている 3.3 3.4 
25．私はこのクラブの人間関係に満足している 3.5 3.6 
26．私は他のメンバーから頼りにされている 3.0 3.2 
27．指導者はクラブのメンバーから出されたアイディアや意見を積極的に取り入れている 3.8 3.6 
28．私はこのクラブの活動方針に賛成である 3.7 3.8 
29．指導者はクラブのメンバーの自主性を尊重している 3.8 3.7 
30．このクラブのメンバーは魅力的である 4.0 4.0 
31．このクラブから得るところは大きい 4.1 4.2 
32．全般的にいって私はこのクラブに満足している   4.2 4.2 
1996年 → 2008年
１．音楽的教養を身につけ、人格を高める 107 （7％）→ 124（12％）
２．専門的な音楽に関する知識や、歌う（合唱する）技
術を修得する 253（15%）→ 128（13%）
３．友人を得る 276（17%）→ 72 （7%）
４．（よい演奏をしたい）合唱で創造活動に参加したい 311（19%）→ 188（19%）
５．よい作品や新しい作品と出会う 114 （7%）→ 122（12%）
６．コンクール等で満足できる成績をあげる 90 （5%）→ 108（11%）
７．生活を楽しいものにして、思い出をたくさんつくる 372（22%）→ 109（11%）













９．余暇を有意義に過ごすため （N）→ 38 （4%）
























１．友人関係や団員同志の和がうまくいかない 95 （6%）→ 43 （4％）














４．歌いたいと思う曲が歌えない 18 （1％）→ 43 （4％）
５．学校、職場、家庭などの他の生活が忙しく、練習に
あまり参加できない 143（10％）→ 114（10％）
６．自分を含めて、自分の団があまり上手に歌えない 73 （5％）→ 37 （3％）






２．怒らないで優しく指導してほしい 19 （2%）→ 0 （0％）
３．もっと厳しく指導してほしい 128（10％）→ 140（13％）
４．細かいことをあまりうるさく言わないでほしい 258 （2％）→ 0 （0％）
５．ほっと褒めてほしい 15 （1％）→ 19 （2％）
６．全員に公平にしてほしい 39 （3％）→ 32 （3％）
７．もっと勉強してほしい 57 （5％）→ 44 （4％）
８．いろいろな相談に乗ってほしい 63 （5％）→ 17 （2％）
９．その他 18 （1％）→ 0 （0％）
【※上記項目右の数字は下のパンターン選択をばらした個数の和とその％】
1996年 → 2008年
１．邦人作品 124 （9％）→ 796（75％）




















シューマン、ブラームス） 86 （6％）→ 0
５．近代現代の作品（仏の作品、ハンガリーや北欧の
作品、現代音楽） 54 （4％）→ 19 （2％）
６．ソウル、ゴスペル、ポピュラー、ミュージカル、
映画音楽等 425（32％）→ 32 （3％）
７．日本の民謡やわらべ歌による合唱曲 （4％）→ 44 （4％）






２．ポップス、ニューミュージック、ジャズ、ロック等 914（56％）→ 56 （5％）
３．演歌等 36 （2％）→ 130（12％）
４．日本の民族音楽（沖縄やアイヌの音楽） 0 （0％）→ 140（13％）
５．世界の民族音楽 114 （7％）→ 78（７％）
６．その他 0 （0％）→ 228（21％）
【※上記項目右の数字は複数回答のパンターン選択をばらした個数の和とその％】
1996年 → 2008年
１．合唱団の雰囲気に関して 3.7 → 4.0
２．選曲、プログラム等 3.8 → 3.9
３．自分の進歩 3.0 → 3.2







４．先生（指揮者）との関係 3.7 → 3.9




７．合唱コンクール等への出場とその成績 3.5 → 3.6
８．練習室や楽器等の設備の整備状況 3.3 → 3.7
９．楽譜や音楽書籍など 3.3 → 3.9
10．合唱団の財政や団費等の金額 3.1 → 3.6
11．合唱活動を続けることについての家族の理解と応援 3.9 → 4.1
12．合唱活動と日常生活とのバランス 3.3 → 3.7
13．指揮者、副指揮者、ヴォイストレーナー、パートリーダー等
の指導者陣について 3.8 → 4.0
14．団長（委員長）、副団長（副委員長）をはじめ、マネージ等
の人に対して 3.5 → 4.0
表４　合唱活動について思っていること
１．自主性（自律性） 3.5 3.6 
２．趣味、好み 3.7 4.0 
３．知識 2.9 3.1 
４．技術（一人で歌う、アンサンブル技術） 3.0 3.0 
５．なまけぐせ 2.9 2.8 
６．受動的 3.1 3.1 
７．専門意識（合唱について自分は経験豊かである） 2.5 2.8 
８．協調性 3.5 3.7 
９．異性とのコミュニケーション N 3.0 
10．行動力 3.0 3.4 
11．深刻にならずにもっと軽く楽しくやりたい 3.5 3.5 
12．理解力 3.4 3.4 
13．集団帰属意識（自分はこの団の重要なメンバーである） 3.2 3.3 
14．生きがい（合唱は生きがいである） 3.6 3.8 
15．音楽全般への関心 4.0 4.1 
16．他のクラブ活動への関心 3.1 3.2 
17．同性とのコミュニケーション N 3.9 
18．家族や友人あるいは社会から自分の活動への理解を求める 3.4 3.7 
























６．すばらしい作品に出会い、よい演奏ができた時 291（16％）→ 87 （9％）
７．自分がもっとも気持ちよく歌えた時 289（15％）→ 107（11％）
８．他の人達のすばらしい演奏に出会った時 214（11％）→ 83 （8％）
９．合唱の仲間とおしゃべりしたり、遊んだり、一緒
に旅行したりしている時









































２．練習が必要以上にきびしくなること 28 （8％）→ 0 （0％）
３．集団内の雰囲気が悪くなること 0 （0％）→ 0 （0％）
４．努力が結果に結びつかないこと 86（22％）→ 80（36％）
５．競争が好きではない （N）→ 45（20％）

























６．オーケストラとの共演 （N）→ 45 （4%）
７．慰問演奏などボランティア活動 （N）→ 80 （7%）






４．その他 40 （3%）→ 45 （4%）
1996年 → 2008年
１．社会（人々）への奉仕 722（56%）→ 49 （6%）
２．世界の人々と歌う（国際交流） （N）→ 47 （6%）
３．コンクールでの目標達成 422（33%）→ 98（13%）
４．プロになる 127（10%）→ 13 （2%）
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ジが広がっていないと考えるべきであろう。
考察
　「合唱活動とわたしたち」として、東北の各世代の合唱人のさまざまな姿をアンケート調査
によって明らかにしてきた。第Ⅰ部では合唱活動とそれに関る自分についての評価が主題であ
る。ほぼ全ての項目で積極的で前向きに評価している傾向が見られる。しかも1996年、すな
わち12年前とその傾向を比較できたことも大きな成果であった。いろいろな項目で11年前よ
りポシテイブなポイントが高くなっている反面、人間関係への対応や、活動の力点について、
むしろクールで個人主義的な方向への傾斜を見ることができる。また技術的課題への取組みが
より顕著になり、レパートリーについては邦人作品への特化が顕著である。多様性より、何か
への特化はそのグループの個性として評価されうる一方、どうしても音楽生活の狭さにもつな
がりかねない危惧を抱かざるを得ない。
　第Ⅱ部では、「合唱するわたし」について第Ⅰ部より具体的な質問を試みることによって、
合唱を始めた時期、動機などと共に、感動の瞬間など、貴重な資料的意味の高い結果が得られ
た。今回の質問紙のような質問に比して「音楽の音楽たる所以」は言葉の終わったところにそ
の本質があるし、「感動」についても「感動のあまり言葉もない」とよく言われるように、そ
の本質は「言葉」と次元を異にする。一方合唱は、99％言葉を伴った旋律や和声を、声によっ
て扱うわけであるから、言葉との関係はより複雑化するわけである。しかしこの調査では、以
上を踏まえたうえで、言葉を手段にした選択というアンケートによる結果を論じているが、量
的処理による科学性と共に、当然であるがそこには限界もある。
　第Ⅱ部の合唱を始めた時期や、初めての感動とその影響の調査でも示されように、小学生（多
分高学年）から中学生の時期が、音楽的成長に如何に大切かがわかる。教育現場では今、ゆと
りの教育がその成果を見る前に消え、ひたすら学力向上が大きな課題とされているが、その課
題と情操教育や芸術教育の大切な関連はあまり語られていないように見受けられる。われわれ
合唱にたずさわるものは、ひたすら実践を大切にするとすれば、小学校をはじめあらゆる学校
教育の場で、またあらゆる社会教育、生涯教育の場で―確かに合唱の世界も他の芸術世界と同
じように、一生をかけるに値するものがある―さまざまな創意工夫と共に合唱実践を積み重ね
ることこそが使命のように思われる。
　さまざまな分野で流れが早く、効率や結果が即座に求められる傾向が強い現代にあって、合
唱は成果の達成に多くの時間のかかる分野である。このような分野にあって、東北の合唱人は
総体として極めて真摯に、設定した目標に向かって努力を重ねているのではないだろうか。
　共に歌う仲間を愛し、誇りに思い、自分の音楽的技術的不足に悩みながら、さまざまな場面
で感動を経験し、その経験をとおしてさらに前向きに取り組もうとしている。合唱は集団活動
を必須の条件としているので、他の集団に比べて団員どうしの繋がりは強められるかもしれな
い。そしてその中で得られる喜びや、感動は、一緒にいる仲間が多いだけに、その分だけおお
きなものになる。今回の調査からさまざまな声が聞こえてきた。それらのひとつひとつの声に
耳を傾けながら、共に歩み続けることが合唱にたずさわるものの、高価な終わりのない道であ
るように思った。
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